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昭
和
二
十
年
八
月

l
!十
一
月

海

外

経

済

事

情

第
二
次
世
界
大
戦
は
去
る
五
月
八
日
ド
イ
ツ
箪
の
降
伏
、
吏
に
λ
月
十
五
日
、
日
木
の
無
条

件
降
伏
に
よ
り
戦
鹿
漸
く
収
り
世
界
は
再
び
平
和
の
光
明
含
仰
ぐ
こ
と
L
な
り
た
る
が
、
前
後

六
ヶ
年
に
亙
る
空
前
の
大
戦
争
な
り
し
為
其
の
各
回
政
治
経
済
社
会
各
般
に
与
へ
た
る
影
響
は

極
め
て
広
汎
且
深
刻
な
る
も
の
あ
り
、
特
に
交
戦
各
国
は
措
大
な
る
復
員
、
経
済
再
転
換
並
に

之
等
に
伴
ふ
失
業
、
労
働
争
議
、
政
治
経
済
の
社
会
主
義
化
或
は
民
主
化
等
山
積
す
る
当
而
の

問
題
解
決
に
忙
殺
せ
ら
れ
就
中
日
独
等
敗
戦
国
に
於
て
は
国
民
生
存
の
為
の
食
料
確
保
は
最
重

要
問
題
と
な
り
つ
-L

あ
り
。

米
国
は
軍
需
産
業
の
民
需
へ
の
再
転
換
を
極
め
て
迅
速
に
突
施
せ
り
。

即
ち
独
迦
の
降
伏
直

後
ク
ル
1
グ
戦
時
生
産
局
長
官
は
軍
需
生
産
削
減
率
を
本
年
第
三
四
半
期
一
二
銘
第
四
四
半
期

二
O
銘
明
年
上
半
期
三
O
w
mと
発
表
、
再
転
換
の
接
癒
工
作
に
乗
出
し
た
る
が
日
本
の
降
伏
後

軍
需
桂
文
は
更
に
徹
底
的
に
削
減
せ
ら
れ
た
り
。
之
が
為
一
年
前
に
は
企
能
力
を
以
て
繰
業
中

な
り
し
米
同
製
鋼
作
業
率
は
戦
争
終
結
後
忽
ち
全
能
力
の
四
三
%
に
下
落
、
一
九
一
一
一
八
年
十
二

月
半
ば
以
来
の
最
低
数
字
を
示
す
に
至
れ
り
。
)
方
民
需
工
業
に
対
す
る
各
極
統
制
は
経
和
乃

至
撤
廃
せ
ら
れ
居
り
ス
ナ
イ
ダ
l
戦
時
動
員
再
転
換
局
長
官
の
九
月
七
日
附
大
統
領
宛
報
告
に

よ
れ
ば
八
月
十
四
日
以
降
統
制
件
数
は
終
戦
前
の
四
分
の
一
に
減
じ
た
り
。
又
余
剰
資
産
管
理

局
に
て
は
急
速
な
る
転
換
助
長
の
為
挫
設
費
合
計
百
六
十
五
億
弗
に
上
り
た
る
政
府
所
有
軍
需

工
場
の
払
下
げ
を
九
月
十
日
発
表
せ
る
が
斯
る
急
速
な
る
再
転
換
は
必
然
的
に
多
量
の
失
業
者

潟

外

経
済
調
査
〈
上
)

昭
和
二
十
年
λ
月

l
十
一
月

を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
L

な
り
ス
ナ
イ
ダ
1
戦
時
動
員
再
転
換
局
長
官
も
終
戦
直
後

「
現
在
百
十

万
の
失
業
者
は
三
ヶ
月
後
に
は
五
百
万
乃
至
夫
以
上
に
違
す
ベ
〈
明
寺
は
八
百
万
に
増
加
せ

ん
」
と
推
測
せ
り
。
之
等
失
業
の
脅
威
、
賃
銀
減
少
等
に
よ
り
終
戦
後
労
働
争
議
頻
発
し
九
月

中
の
罷
業
件
数
五
五

O
件
寄
加
人
員
凶
十
五
万
五
千
人
十
月
に
入
り
て
は
坑
夫
既
督
五
万
三
千

人
、
炭
坑
夫
二
十
万
人
、
製
材
労
働
者
六
万
人
等
の
外
製
鋼
業
に
於
け
る
罷
撲
は
数
ヶ
年
来
の

大
館
業
と
な
り
又
十

一
月
に
は
桑
搭
沖
仲
仕

一
万
三
千
人
を
初
め
ゼ
ネ
ラ
ル
モ

ー
タ
ー
ス
従
業

員
二
十
万
人
の
罷
業
等
労
資
紛
争
は
頻
発
し
つ
L
あ
り
。

失
業
対
策
の
一
と
し
て
議
会
に
て
は
完
全
雇
怖
法
諜
審
議
せ
ら
れ
つ
L
あ
り
(
要
録
参
一間
三

尚
政
府
は
再
転
換
資
金
の
調
達
を
援
助
す
る
為
超
過
利
得
税
中
戦
後
払
戻
分
(
五
十
億
弗
以
上

に
達
す
る
予
定
)
の
払
戻
期
闘
を
早
め
る
こ
と
及
び
超
過
剰
得
税
の
免
税
点
を
従
来
の
-
万
弗

か
ら
二
万
五
千
弗
に
引
上
る
こ
と
の
二
項
目
を
規
定
せ
る
再
転
換
法
を
制
定
せ
り
。
ト
ル
1
マ

ン
大
統
領
は
八
月
二
十
一
日
以
降
諸
外
国
に
対
す
る
武
器
貸
与
援
助
を
凡
て
廃
止
す
る
旨
発
表

せ
る
が
同
法
は
一
九
四
一
年
一
一
一
月
十

一
日
実
施
以
来
四
年
半
に
し
て
廃
止
せ
ら
る
L
ζ

と
L
な

り
た
り
。
問
制
度
の
米
岡
輸
出
貿
易
中
に
占
む
る
地
位
は
栃
め
て
豆
大
に
し
て
、
左
の
如
し
。

〈
単
位
一
般
如
)

四
一
年
五一レ
u

凶
ご
年
八

O
四
九

四
四
年

一
四
一
一一

一一一

四
三
年

輸

出

総

額

二

一

七

内
武
器
貸

与

一

O
一

差

引

純

輸

出

額

四

四

=

二

二

六

二

八

一
九
三
五
年
の
輸
出
総
額
三
十
二
位
山
内
、
四
O
年
四
十
億
弗
と
比
較
せ
ば
其
の
比
重
の
如
何

に
大
な
る
か
を
知
り
得
べ
し
。
武
鵠
貸
与
制
の
突
然
の
廃
止
発
表
に
よ
り
最
も
深
刻
な
る
路
響

を
受
け
た
る
は
英
国
に
し
て
英
国
今
後
の
対
米
物
資
問
入
は
凡
て
現
金
払
ひ
に
よ
ら
ざ
る
宏
得

さ
る
こ
と
L

な
り
従
っ
て
米
国
よ
り
治
大
な
る
借
款
を
仰
が
ぎ
る
を
得
ざ
る
こ
と
L

な
り

た

り
。
之
に
対
し
米
国
は
各
国
に
対
し
借
款
を
供
与
せ
ん
と
し
つ
L
あ
り
輸
出
入
銀
行
に
対
す
る

対
外
融
資
権
限
引
上
の
如
き
其
の
現
れ
に
し
て
英
国
の
外
ソ
櫛
仏
国
等
も
目
下
交
渉
中
な
り
。

英
国
に
於
て
は
、
七
月
二
十
五
日
総
選
挙
の
結
果
、
労
働
党
大
勝
ア
ト
リ
l
内
閣
の
成
立
を

見
た
る
が
同
党
は
予
て
よ
り
計
画
経
請
を
主
強
、
英
附
銀
行
を
始
め
炭
鉱
業
、
製
鉄
、
鉄
道
等

基
本
工
業
の
固
有
化
を
綱
領
と
し
て
掲
げ
府
り
、

λ
月
十
五
日
新
議
会
の
開
会
労
顕
ジ
ョ
ー
ジ

一一一一一一



経

請

情

勢

調

査

〈

そ

の

二

)

六
世
の
勅
語
の
形
式
に
て
発
表
ぜ
ら
れ
た
る
ア
ト
リ
l
内
閣
の
戦
後
施
策
に
於
て
も
英
蘭
銀
行

及
び
炭
鉱
業
の
固
有
化
に
関
す
る
法
案
並
に
戦
争
よ
り
平
和
へ
の
過
渡
期
に
於
て
政
府
が
商
工

業
資
源
を
使
用
し
、

基
木
的
補
給
品
並
に
労
力
の
配
分
、
公
正
価
格
維
持
に
関
す
る
椛
刺
確
保

に
必
裂
な
る
法
案
等
一
を
提
出
す
る
旨
公
約
せ
り
。

右
に
よ
り
明
な
る
如
く
、
多
数
の
戦
時
統
制
を
今
後
も
相
当
期
間
継
続
、
之
に
よ
り
平
時
態

勢
へ
の
切
換
を
円
滑
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
が
労
働
党
内
閣
施
策
の
狙
ひ
に
し
て
同
内
閣
の
特

色
は
「
漸
進
」
に
あ
り
、
復
員
問
題
の
如
き
も
米
ソ
に
比
し
著
し
く
遅
延
せ
り
。
右
は
凶
梢
の
相

選
も
さ
る
と
と
乍
ら
戦
争
に
よ
り
英
国
が
巨
航
の
在
外
資
産
を
政
失
せ
る
こ
と
も
其

一
因
に
し

て
λ
灯
半
ば
の
エ
コ
ノ
ミ
広
ト
に
依
れ
ば

一
、
破
壊
乃
至
山
県
消
せ
ら
れ
た
る
財
・
脱
見
糊
二
十
俗
研

二
、
既
に
発
生
せ
る
窃
債
務
三
十
偲
研

に
上
る
と
云
は
る
。

懸
案
の
英
蘭
銀
行
の
凶
有
化
も
十
月
十
一
日
法
来
下
院
に
提
出
せ
ら
れ
た
る
が
(
別
項
製
録

参
照
)
お
は
仏
蘭
西
錦
行
の
同
有
と
共
に
戦
後
欧
洲
に
於
け
る
最
も
注
目
す
べ
き
経
済
現
象
と

称
し
得
ベ
し
。

聯
合
国
の
ド
イ
ツ
管
型
は
λ
月
十
五
日
英
・
米
・
ソ
・
仏
間
筒
悶
の
占
領
地
境
界
献
が
公
式

に
発
表
せ
ら
れ
て
よ
り
漸
く
軌
道
に
乗
り
ナ
チ
粛
百
一
工
作
も
政
治
行
政
部
門
よ
り
金
融
産
業
部

面
へ
と
及
び
九
月
上
何
迄
に
主
要
二
十
一
都
市
の
金
融
機
関
よ
り

一
切
の
ナ
チ
分
子
が
追
放
せ

ら
れ
又
ル

ー
ル
工
業
地
滑
に
て
は
企
業
家
四
十
名
の
沈
捕
を
見
た
り
。
赤
軍
占
領
地
怖
に
於
て

は
土
地
制
度
の
大
改
革
行
は
れ
大
地
主
の
所
有
す
る
土
地
は
尽
く
没
収
せ
ら
れ
土
地
な
き
出
民

に
分
配
せ
ら
れ
た
り
。
西
・部
独
地
殊
に
仏
国
占
飢
地
市
に
於
け
る
食
胞
は
若
し
〈
温
迫
せ
る
模

様
に
て
、
米
軍
占
領
地
帯
に
於
て
は
平
均
一
五
五

O
カ
ロ
リ
ー
の
食
粉
割
当
を
行
ふ
ぺ
〈
、
今

冬
に
備
へ
一
二
十
万
噸
の
食
脳
を
輸
入
す
る
こ
と
L
な
り
た
り
。

要

録

東

E 
~ 

九

月

一一一一一一一

法
幣
儲
備
券
の
比
率
決
定

中
国
軍
の
市
京
進
駐
に
依
り
法
幣
が
流
通
し
始
め
儲
峨
券
価
値
は
逐
次
低
落
し
つ
L

あ
る
現

状
に
鑑
み
、
現
在
法
幣
一
対
儲
備
券
一
一
百
の
市
場
比
率
を
示
し
、
南
京
前
進
指
揮
部
に
て
は
瞥

定
的
に
問
比
率
を
維
持
す
る
こ
と
に
決
定
九
月
七
日
こ
の
旨
公
告
せ
り
。

十

月

越
命
工
業
銀
行
政
立
準
備

越
命
党
臨
時
政
府
に
て
は
-
低
ピ
ア
ス
ト
ル
の
資
本
金
を
も
っ
て
「
越
命
工
業
銀
行
」
な
る
国

立
銀
行
の
設
立
単
航
中
な
る
旨
十
月
二
十
二
日
発
表
せ
り
。

ート

月

最
高
経
済
会
結
設
置

最
高
国
防
会
織
は
十
一
月
二
十
六
日
掛
介
石
主
怖
の
提
案
に
些
き
地
中
川
経
済
会
誠
設
問
の
件

を
可
決
、
同
日
行
政
院
長
宋
子
文
主
仰
の
下
初
会
訟
を
行
へ
り
。
然
し
て
右
最
高
経
済
会
議
設

世
の
目
的
は
最
高
経
済
会
議
組
織
訟
に
規
定
せ
ら
れ
居
る
も
、
そ
れ
に
依
れ
ば
、
本
会
識
は
中
国

が
統

一
さ
れ
た
る
民
主
的
に
し
て
誰
聞
な
る
陸
自
閏
を
な
す
べ
き
国
家
と
な
り
、
大
衆
の
生
活
水

準
が
実
質
的
且
確
実
に
上
昇
す
る
様
保
証
す
べ
き
線
に
添
ひ
、
中
国
の
急
速
有
力
、
健
全
な
る
経

済
的
再
発
印
刷
b
z
指
導
促
進
せ
し
む
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
、
会
議
の
山
政
任
は
第

一

に
中
国
の
資
、
似
の
全
的
且
最
も
効
果
的
な
る
利
用
の
達
成
、
第
二
に
大
規
棋
な
る
政
策
、
企
画
、

具
体
案
の
椛
立
、第
三
に
国
府
各
・
部
の
経
済
的
活
動
の
割
姫
、
第
四
に
計
聞
の
笑
施
航
組
問
な
り
1

W
M同
会
識
は
国
府
全
部
門
及
機
関
に
対
し
、
経
済
活
動
上
の
全
的
椛
限
を
附
与
せ
ら
れ
居
れ

。

h
円
〆霊

臨
政
府
戦
時
生
産
運
輸
管
理
局
両
局
廃
止

盟
民
政
府
に
て
は
十
一
月
二
十
六
日
最
高
経
街
安
貝
会
の
成
立
を
発
表
す
る
と
同
時
に
昨
年

ド
ナ
ル
ド

・
ネ
ル
ソ
ン
氏
の
指
導
下
に
創
殴
し
た
る
戦
時
生
・
話
局
と
同
じ
く
向
米
軍
当
耐
の
協

力
下
に
木
年
は
じ
め
般
占
比
さ
れ
た
る
戦
時
辿
輸
管
理
局
を
廃
止
せ
り
。

中
国
プ

レ
ト
ン
・
ウ
ツ
ヅ
協
定
に
署
名
通
告

米
間
財
務
長
官
ヴ
イ
ン
ソ
ン
氏
は
十
一
月
二
十
三
日
駐
米
中
国
大
使
よ
り
国
民
政
・
肘
が
ブ
レ



ト
ン

・
ウ
ツ
ヅ
協
定
に
署
名
せ
し
旨
の
通
告
を
受
理
せ
る
旨
発
表
せ
り
。
同
協
定
は
国
際
銀
行

の
設
立
を
規
定
せ
る
も
の
に
し
て
米
国
と
今
回
の
中
国
を
除
ぐ
他
の
諸
国
の
署
名
は
未
だ
行
は

れ
屑
ら
ず
。

固
に
本
協
定
の
発
生
に
は
参
加
国
六
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
署
名
を
必
要
と
す
。

聯
銀
券
の
回
収
開
始

国
民
政
府
財
政
部
に
て
は
今
回
華
北
の
聯
銀
券
回
収
の
具
体
的
細
目
を
決
定
せ
る
が
、
と
れ

に
依
れ
ば
聯
銀
券
と
法
幣
の
交
換
率
は
五
対
一
に
し
て
十
一
月
二
十
一
日
よ
り
右
交
換
を
開
始

せ
り
。
尚
右
交
換
は
一
定
期
聞
を
限
り
行
は
る
L
も
の
に
し
て
則
間
終
了
後
は
聯
担
券
の
流
通

は
禁
止
せ
ら
れ
た
り
。

開
発
振
興
両
社
の
接
収

国
民
政
府
経
済
部
長
翁
犬
訓
氏
は
今
回
日
本
の
二
大
国
策
会
社
た
る
北
支
那
開
発
と
中
文
那

振
興
を
国
府
が
接
収
せ
し
旨
十
一
月
二
十
一

円
発
表
せ
り
。

〔
欧
米
其
他
〕

九

月

米
国
工
業
労
働
賃
金
低
下

労
働
省
調
査
に
依
れ
ば
米
国
製
造
工
業
全
部
門
に
渉
る
一
時
間
当
り
賃
金
平
均
は
残
業
手
当

廃
止
に
伴
ひ
一
九
四
=
一
年
十
二
月
以
来
初
め
て

一
弗
方
の
減
少
を
示
せ
り
。
週
平
均
賃
金
収
入

は
本
年
八
月
の
四
一
弗
七
五
仙
よ
り
九
月
の
四
O
弗
八
五
仙
に
低
下
、

一
方
九
月
中
の

一
週
平

均
労
働
時
間
数
は
四
一

・
四
時
間
。

米
国
陸
軍
死
傷
者
数
を
発
表

米
国
陸
軍
省
は
九
月
二
十
一
日
迄
の
澗
査
に
よ
る
陸
軍
死
似
者
数
を
左
の
如
〈
発
表
。

戦

死

二
十
万
五
千
九
百
十
久
名

戦

傷

五
十
七
万
一
千
七
百
二
十
名

行
方
不
明

二
万
三
千
二
百
七
十
一
名

捕

十
二
万

一
千
四
百
三
十
名

九
十
二
万
二
千
一
二
宵
三
十
九
名

計

成海
外
経
清
調
査
(
上
〉

附
和
二
十
年
八
月
l
十
一
月

世
界
小
麦
生
産
高
予
想

米
国
農
業
関
係
局
発
表
に
依
れ
ぼ
一
九
四
五
年
度
世
界
小
麦
生
産
高
は
五
十
三
億
五
千
万
ブ

ッ
シ
ェ
ル
に
し
て
戦
前
の
平
均
に
比
し
五
億
八
千
百
万
e
ブ
ッ
シ
ェ

ル
の
減
少
に
当
る
と
。

十

月

米
国
完
全
躍
備
法
案
上
院
通
過

上
院
本
会
識
は
十
月
三
十
八
日
完
全
雇
術
法
案
を
修
正
付
可
決
の
上
下
院
に
送
付
せ
り
。
同

法
案
は
民
間
企
業
に
よ
る
完
全
庖
怖
が
不
成
功
に
終
れ
る
場
合
政
府
が
雇
術
供
給
に
東
山
し
得

、〆る
趣
旨
の
も
の
な
り
。

米
国
大
統
領
賃
金
引
上
安
命
令

米
間
大
統
領
は
物
価
管
理
局
長
官
に
対
し
次
の
三
つ
の
場
合
賃
金
引
上
を
認
む
る
や
う
命
令

せ
り
。
)
九
四
一
年
と
}
九
四
王
年
と
の
聞
に
生
計
費
が
昂
騰
せ
る
為
め
之
と
均
術
を
欠
け
る
時

間
給
の
引
上
。

二
、
同
一

産
業
部
門
又
は
地
域
に
於
け
る
不
公
平
矯
正
の
為
め
引
上
-

一}
て
物
価
管
迎
局
長
官
が
産
業
再
転
換
に
必
要
と
認
め

E
つ
現
在
の
賃
金
が
低
過
ぎ
る
産
業
に

於
て
完
全
操
業
を
実
現
せ
ん
と
す
る
為
め
の
引
上
。

十

月

十
月
米
国
戦
時
生
産
局
廃
止

ト
ル
1
マ
ン
大
統
領
は
十
一
月
一
一
一
日
付
を
以
て
戦
時
生
産
局
を
廃
止
新
た
に
民
需
生
産
局
を

殻
置
す
る
旨
公
布
、
現
戦
時
生
産
局
長
官
ク
ル
1
グ
は
辞
職
、

G
・
B
-
ス
モ
ー
ル
が
民
需
生

産
局
長
官
に
就
任
す
る
こ
と
L
な
れ
り
。

米
国
労
資
会
蹴
開
催

鹿
操
界
の
平
和
発
嵐
の
為
め
広
汎
に
し
て
恒
久
的
基
礎
を
樹
立
す
可
〈
大
統
制
は
十
}
月
五

日
経
附
に
全
米
封
資
会
識
や
-開
催
せ
り
。

米
国
大
統
領
減
税
法
提
に
調
印

明
年
度
法
人
及
佃
人
の
所
得
に
対
し
五
十
九
億
二
千
万
弗
の
減
税
を
目
的
と
す
る
、
法
案
に
対

一一一一一一一一



経

済

情

勢

調

査

〈

そ

の

こ

)

し
大
統
領
ほ
十
二
日
調
印
を
了
せ
り
。

伺
法
案
の
概
要
左
の
如
し
。

山
個
人
所
得
税
の
控
除
を
付
加
税
と
同
様
の
基
礎
に
置
く
。
そ
の
結
架
納
税
者
は
五
百
仰
の

基
税
控
除
を
認
め
ら
れ
約
千
二
百
万
の
低
額
所
持
者
は
所
得
税
を
免
除
せ
ら
る
・
ふ
こ
と
L
な

る。

の
L円。
超
過
利
得
税
は
廃
止
せ
ら
る
。

法
人
付
加
税
は
三
億
四
千
七
百
万
如
、
資
本
株
式
税
に
て
こ
億
三
千
四
百
万
卯
の
減
税
を

図
り
、
自
動
車
使
用
税
は
明
年
六
月
を
以
て
廃
止
せ
ら
る
。

米
国
金
貨
涜
通
再
開
法
案
提
出

金
貨
鋳
造
を
再
開
し
流
通
せ
し
む
る
法
案
は
十
一
月
十
三
日
議
会
に
提
出
せ
ら
る
予
定
と
制

は
る
。
右
は
明
年
初
提
出
予
定
の
金
塊
価
柏
引
上
法
案
と

一
対
を
な
す
も
の
と
観
ら
る
。

米
国
国
民
保
健
法
案
提
出

ト
ル
l
マ
ン
大
統
領
は
十
一
月
十
九
日
五
項
目
よ
り
成
る
国
民
保
健
法
案
を
話
会
に
送
付
せ

り
。
要
旨
左
の
如
し
。

一
、
病
院
、
療
技
所
其
他
類
似
施
設
の
建
築
及
之
に
対
し
政
附
は
必
要
な
援
助
を

与

ふ
る
と

L
F
』。
-
一
、
公
共
保
健
所
、
母
子
保
健
散
備
の
弘
充
。

=
一、
医
学
教
育
及
研
究
の
充
実
。

四
、
政
府
支
出
に
よ
る
医
療
貨
の
立
替
払
。

玉
、
椛
病
州
問
中
の
収
入
社
胞
に
対
す
る
掠
益
保
険
の
設
定
。

米
国
卸
売
物
価
指
数
新
記
録
を
示
す

十
一
月
三
十
三
日
労
働
省
は
十
月
中
卸
売
物
価
指
数
が

一
九
一
一
一
年

一
月
以
来
の
最
雨
水
準

に
迷
せ
る
回
日
発
表
せ
り
。
之
に
よ
れ
ば
十
月
の
卸
売
物
削
指
数
は

一
九
二
六
年
.平
均
の
一

O

六
%
一
二、

一
九
二
九
年
十
一
月
に
比
し

一
一一
一
%
七
高
に
し
て
之
が
原
図
は
九
月
々
火
よ
り
の
農

産
物
の
価
格
勝
賞
に
あ
る
と
制
は
る
。

〔
英

国
¥__j 

英
蘭
銀
行
固
有
案
提
出

三
二
回

十

一
日
円
十
月
】
政
府
は
英
蘭
銀
行
の
国
有
国
営
策
を
下
院
に
提
出
、
同
業
に
依
れ
ば
同
行
株

式
は
全
部
政
府
が
買
上
げ
、
総
裁
副
総
裁
及
び
理
事
は
政
府
が
任
命
、
大
蔵
省
は
同
桁
に
対

し
、
命
令
す
る
椛
隈
を
有
す
る
も
、
経
営
は
理
事
会
が
担
当
。
現
在
の
株
主
に
対
し
て
は
三
分

利
付
長
期
公
般
が
交
付
さ
れ
、
交
付
額
は
男
打
一
一

一%
配
当
率
に
よ
る
配
当
支
払
額
と
伺
仙
の

利
払
額
が
保
証
さ
れ
る
予
定
。

本
年
上
半
期
輸
入
統
計

政
府
発
表
に
依
る
今
年
上
半
期
輸
入
統
計
左
の
如
し
。
〈
単
位
千
ト
ン
〉

B二S
阿臼

一
九
四
五
年

上

半

期

一
九
三
八
年

上

半

期

目
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同
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ii  

独

乙
〕

八

月
〈
前
月
中
遺
漏
分
を
含
む
)

円見
出
し
欠
】

六
月
十
五
日
U
-
P
伯
林
来
電
に
よ
れ
ば
、
伯
林
所
在
の
銀
行
は
今
回
新
機
梢
に
改
編
せ
ら

れ
誕
来
の
ラ
イ
ヒ
ス
パ
ン
ク
は
伯
林
市
立
銀
行
と
改
名
、
他
の
銀
行
合
凡
て
之
に
合
併
す
る
と

と
L
な
り
た
り
。

門
見
出
し
欠
M

六
月
二
十
日
チ
ユ
1
リ
ツ
ヒ
発
電

現
在
填
園
内
に
て
流
通
中
の
聯
合
軍
軍
票
は
「
オ
1
ス
ト
り
ヤ
」
志
に
し
て
其
一
志
は
-
マ
ル

ク、

0
・
一
弗
、
一
O
イ
タ
リ
ャ
、

リ
ラ
に
当
る
。
又
同
囲
内
に
て
依
然
法
貨
と
し
て
流
通
中

の
マ
ル
ク
賞
と
免
換
し
得
る
こ
と
与
な
り
居
れ
り
。

米
、
独
に
地
方
庁
を
設
置

拙
乙
占
領
米
国
第
十
三
集
団
軍
司
令
部
は
六
月
十
八
日
ウ
ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
を
除
ぐ
米
軍
占

領
下
の
各
州
に
夫
身
地
方
庁
が
設
置
さ
れ
、
地
方
総
院
が
任
命
せ
ら
れ
た
る
旨
発
表
せ
り
。

(
註
)
地
方
総
監
(
何

Awmzzzap
-
g
E
3
3
刻
。
例
目
。

2
凶
品
川
は
米
国
の
州
よ
り
小
〈
都

よ
り
大
き
い
地
域
を
指
す
。

独
乙
石
炭
生
産
の
現
状

ウ
オ
!
ル

・
ス
ト
リ
ー
ト
@
ジ
ャ
ー
ナ
ル
特
派
員
報
道
に
よ
れ
ば
ル
i

ル
地
方
に
て
は
今
日

僅
々
十
万
人
程
度
の
労
働
者
が
就
業
せ
る
に
過

F
ず
、
石
炭
産
額
は
月
五
十
万
ト
ン
以
上
に
よ

れ
る
も
輸
送
力
不
足
の
為
、
坑
口
に
は
数
百
万
ト
ン
の
貯
炭
の
山
を
築
け
り
と
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ワ
l
独
管
理
報
告
発
表

同
元
帥
の
八
月
一一
十
日
附
軍
政
報
告
が
八
月
二
十
九
日
米
国
陸
軍
省
よ
り
発
表
せ
ら
れ
た
る

が
概
要
左
の
如
し
。

西
部
独
乙
に
於
け
る
食
料
事
情
は
占
領
に
関
す
る
最
重
要
問
題
に
し
て
食
料
の
分
配
は
厳
霊

に
配
給
制
に
よ
り
統
制
せ
ら
れ
陪
れ
り
。
目
下
操
業
中
の
工
場
は
全
体
の
一
O
%
に
し
て
内
殆

ど
半
分
は
軍
縮
用
材
及
炭
坑
支
柱
用
材
を
供
給
す
る
製
材
所
な
り
、
機
械
生
産
は
手
持
資
材
に

よ
る
組
立
並
に
修
理
に
限
定
せ
ら
れ
金
属
・
説
設
は
事
実
上
休
業
状
態
に
在
り
。

海

外

経

済

調

査

(t)
昭
和
二
十
年
八
月
!
十

一
月

イ
ン
フ
レ
的
傾
向
は
明
瞭
な
る
も
の
あ
り
、
米
軍
占
領
地
域
内
に
て
は
既
に
国
立
銀
行
の
支

脂
及
他
の
銀
行
の
大
半
は
聞
か
れ
居
り
数
大
商
社
の
海
外
資
産
は
目
下
調
査
中
に
係
る
。
占
領

軍
と
独
乙
人
と
の
聞
の
シ
ヴ
イ
ル

・
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
州
政
府
設
置
せ
ら
れ
た
る
が
右
は
ナ

チ
ス
の
下
に
於
け
る
よ
り
遁
に
大
な
る
権
限
と
責
任
と
を
附
与
せ
ら
れ
居
れ
り
。

イ日

月

独
乙
管
理
軍
政
よ
り
民
政

へ

独
乙
に
於
け
る
米
軍
占
題
地
区
長
官
代
理
ク
レ
l
中
将
は
左
の
如
〈
一
言
明
ぜ
り
。

「
米
軍
の
軍
政
地
区
に
於
て
は
一
九
四
六
年
六
月
一
日
迄
に
縮
政
よ
り
民
政
へ
の
転
換
が
完

了
す
る
予
定
に
し
て
重
要
行
政
機
関
が
一
一一
分
の
二
迄
民
政
官
に
引
渡
さ
れ
た
る
時
米
国
の
民
政

長
官
に
行
政
を
全
面
的
に
引
渡
す
方
針
な
り
。

米
国
占
領
地
域
に
於
て
は
独
乙
人
に
よ
る
政
治
機
構
が
逐
次
出
来
上
り
つ
L
あ
り
既
に
バ
イ

エ
ル
ン
、
へ
ツ
セ
、
北
ウ
エ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
三
州
で
は
州
政
庁
が
設
置
せ
ら
れ
た
り
。

独
乙
工
業
は
事
実
上
停
頓
状
態
に
あ
り
、
石
炭
の
生
産
と
輸
送
は
重
大
問
題
と
な
り
つ
h

ふる

。
h
J
 独
乙
人
が
一
日
平
均

一
五
五
O
カ
ロ
リ
ー
の
栄
養
を
維
持
す
る
に
は
米
国
よ
り
食
粧
を
輸
入

せ
ざ
れ
ば
不
可
能
に
し
て
来
年
の
収
穫
期
迄
に
三
十
万
噸
の
輸
入
を
要
し

一
噸
百
弗
と
し
て
総

計
三
千
万
弗
の
資
金
を
袈
す
。
布
資
金
は
勿
論
独
乙
人
が
負
担
す
べ
き
も
の
な
る
が
、
産
当
つ

て
は
陸
軍
省
の
予
算
中
よ
り
資
金
全
賄
ふ
外
途
な
か
る
べ
し
」
。

米
軍
の
独
乙
軍
政
報
告

十

一
月
六
日
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ワ
1
元
帥
発
表
独
逸
箪
政
報
告
要
旨
左
の
如
し
。

一
、
九
月
独
乙
人
の
健
康
を
調
査
せ
る
処
人
口
の
六
O
%
は
基
準
量
以
下
の
生
活
を
続
け
居

り
、
栄
義
失
調
と
疾
病
の
倶
多
し
、
而
も
今
年
の
表
作
は
過
去
七
ヶ
年
の
平
均
作
に
比
し

一

七
%
低
し
。

て
現
在
米
寧
占
領
地
区
に
は
工
場
の
約
十
五
%
操
業
せ
る
も
操
業
務
は
生
必
力
の
五
銘
に
過

夕
、
ず
生
産
は
石
炭
不
足
の
為
深
刻
な
制
約
を
護
れ
り
。

て
独
乙
工
業
の
八
O
忽
は
非
ナ
チ
化
を
了
せ
り
。
二
十
二
工
場
賠
償
に
張
向
け
ら
れ
た
る

が
、
中
球
軸
業
工
場
一

、
造
船
所
二
、
発
動
機
械
工
場
四
、
爆
誕
工
場
凹
、
化
学
機
械
工
場

三
二
五
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〈

そ

の

こ

)

一
を
数
ふ
。

独
乙
海
外
資
産
を
四
ヶ
国
に
て
管
理

十
億
列
に
上
る
と
見
ら
る
L
独
乙
海
外
財
産
の
支
配
椛
を
聯
合
図
管
理
々
一
事
会
に
附
与
す
る

法
律
が
十
月
三
十
一
日
伯
林
に
於
て
英
、
米
、
ソ
、
仏
に
よ
り
調
印
せ
ら
れ
独
乙
海
外
資
産
委

員
会
の
殻
置
を
見
た
り
。

此
の
結
果
中
立
国
側
は
聯
合
国
管
理
均
事
会
を
法
枠
的
に
独
乙
政
，
肘
と
し
て
承
認
す
る
こ
と

を
要
求
せ
ら
る
L

こ
と
L
な
り
た
る
が
、
此
等
資
産
は
主
と
し
て
ス
エ

1
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ス

ペ
イ
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
に
存
す
。

西
部
独
乙
賠
償
取
立
工
作

聯
合
国
中
十
七
ヶ
国
代
表
者
は
十
一
月
九
日
パ
リ
ー
に
会
合
英
米
仏
三
国
に
よ
り
管
瑚
併
の

西
部
独
乙
よ
り
取
立
つ
る
・
賠
償
の
配
分
、
計
岡
に
付
き
協
話
せ
り
。
右
賠
償
の
総
傾
は
現
住
尚

不
明
な
る
が
二
五
銘
を
自
倒
的
に
ソ
聯
に
供
与
せ
ら
る
L
挫
前
な
り
。

英
ク
ル
ッ
プ

工
場
を
接
収

英
軍
政
当
局
は
十
一
月
十
六
日
エ
ツ
セ
ン
の
ク
ル
ッ
プ
工
場
所
有
に
係
る
全
財
産
放
関
係
会

社
子
会
社
の
智
叫
一
を
拡
収
せ
り
。

昭
和
二
十
年
十
二
月

海

外

経

済

事

情

米
国
経
済
の
再
転
換
は
引
続
き
、
順
調
に
進
捗
し
陪
り
、
館
市
契
約
の
中
、
取
消
可
能
の
も

の
は
殆
ん
ど
中
止
せ
ら
れ
、
残
存
契
約
も
明
年
七
月
迄
に
は
処
理
吃
ら
る
べ
き
見
込
に
し
て
、

一
方
政
府
所
有
車
部
工
場
に
対
す
る
払
下
要
求
は
別
加
し
つ
L

あ
り
。
之
等
工
場
の
処
分
は
十

二
月
に
最
山
湖
に
迷
す
る
も
の
と
制
ら
る
。
臨
海
軍
の
物
資
質
付
は
戸
主
水
迄
に
国
内
物
資
全
生

産
市
の

一
O
%程
度
に
引
下
げ
ら
る
L
予
定
に
し
て
、
之
を
一
年
前
の
六

O
%に
比
較
せ
ば
帯

し・
8
納
小
振
り
な
り
。
各
種
の
戦
断
統
制
も
漸
次
艦
和
せ
ら
れ
居
る
も
、
統
制
是
非
に
関
す
る

一一一一ムハ

論
議
活
識
を
示
し
つ
L
あ
り
。
斯
〈
米
国
工
業
の
再
転
換
は
円
滑
に
実
施
せ
ら
れ
つ
L
あ
る
を

以
て
失
業
者
は
終
戦
当
時
の

一
般
予
恕
(
一
千
万
人
)
に
反
し
百
五
十
万
人
程
度
に
過
ぎ
ず
、
一

部
工
業
部
門
に
於
て
は
全
倒
的
に
労
働
力
不
足
を
呈
し
居
る
蝕
な
り
、
之
が
原
因
と
し
て
は
青

少
年
の
学
業
復
帰
、
女
子
労
務
者
の
家
庭
復
帰
、
高
齢
労
務
者
の
隠
退
及
び
失
業
者
の
中
に
は

戦
争
中
の
疲
労
回
復
芳

一々体
盤
を
希
望
す
る
者
砂
か
ら
.
さ
る
こ
と
等
挙
げ
ら
る
。

住
宅
問
題
は
米
国
に
於
て
も
漸
次
問
題
化
し
つ
L
あ
り
。
元
来
米
国
は
戦
争
前
よ
り
住
宅
不

足
し
つ
L
あ
り
し
に
加
へ
、
戦
争
中
軍
需
工
場
労
務
者
住
宅
以
外
の
新
築
は
殆
ん
ど
抑
制
せ
ら

れ
た
る
と
結
婚
は
例
年
よ
り
溢
に
高
率
を
以
て
増
加
し
つ
L
あ
る
一
方
数
百
万
の
将
兵
の
復
員

を
見
つ
L
あ
り
。
此
の
住
宅
不
足
を
補
ふ
為
に
は
向
後
十
ヶ
年
間

一
年
平
均
百
五
十
万
戸
を
要

す
る
見
込
に
し
て
之
が
対
策
と
し
て
再
転
換
局
長
官
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
建
築
資
材
の
供
給
増
加
、

隠
匿
防
止
、
価
格
統
制
強
化
等
に
努
む
る
一
方
、
政
府
手
持
資
材
又
は
組
立
武
家
屋
の
払
下
友

び

一
般
挫
築
資
材
に
対
す
る
優
先
順
位
を
規
定
(
一
組
一
万
五
千
州
以
下
の
独
立
家
屋
又
は
複

合
家
屋
の
挫
築
に
対
し
保
先
権
を
附
与
し
此
の
方
面
に
全
建
築
資
材
の
五

O
%を
流
用
せ
ん
こ

と
を
加
す
)
す
る
等
各
種
の
方
途
を
誹
じ
っ
L
あ
り
。
賃
銀
問
題
に
関
し
て
は

一
週
四
十
時
間

労
働
制
復
帰
に
基
く
残
業
手
当
廃
止
及
一
九
四

一
年
以
来
の
生
計
費
一ニ
O
銘
坤
腿
を
理
由
と
す

る
賃
銀
引
上
裂
求
は
全
国
的
に
波
及
、
従
っ
て
賃
銀
は
品
服
の
可
能
性
多
く
之
に
伴
ひ
物
価
も

同
織
の
傾
向
を
辿
る
も
の
と
見
ら
れ
、
彼
是
、
米
国
経
済
は
漸
進
的
な
が
ら
イ
ン
フ
レ
的
趨
勢

を
一
部
す
も
の
と
観
測
せ
ら
る
。
難
航
を
伝
へ
ら
れ
た
る
米
国
の
対
英
借
款
協
定
は
今
般
遂
に
妥

結
を
見
、
六
日
右
に
関
す
る
両
国
政
府
共
同
声
明
の
発
表
を
見
た
り
。

右
は
借
款
協
定
と
は
い
へ
米
英
間
に
於
け
る
迎
商
、
金
融
、
其
他
両
国
の
意
図
す
る
間
際
経

済
政
策
に
迄
A
ぶ
も
の
に
し
て
、
即
ち
対
英
金
融
緩
助
の
外
、
戦
時
貿
易
通
貨
統
制
の
撤
廃
、

武
器
貸
与
の
消
部
、
在
抗
〈
米
間
余
剰
物
資
及
施
設
の
処
分
に
閑
し
協
定
を
遂
げ
、
戦
後
に
於
け

る
国
際
通
商
、
国
際
カ
ル
テ
ル
及
び
国
際
貿
易
機
桝
に
閲
す
る
予
備
的
合
意
を
為
す
等
討
議
の

対
象
も
広
く
、
影
響
す
る
所
極
め
て
大
な
る
も
の
あ
り
。

英
国
は
右
借
執
成
立
に
依
り
輸
入
統
制
及
び
碗
領
域
を
含
む
為
替
統
制
を
緩
和
し
米
国
共
他

各
国
と
相
批
へ
多
角
的
貿
易
の
確
立
に
努
力
す
べ
き
こ
と
L

な
れ
り
。

英
国
労
働
党
内
閣
は
予
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
、引
火
附
銀
行
の
国
有
化
法
案
を
諮
会
に
上
程

之
を
、
通
過
せ
し
め
た
る
に
引
統
ざ
炭
鉱
間
営
化
に
手
を
染
む
る
と
と
L

な
り
た
る
が
、
炭
鉱
労


